
明治20年代前半期の師範学校と小学校における

子仁科の実施状況に関する考察
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は乙めに

1891 (明治年8月に青森で関寵された北海

道・東北6県連合学事会議における討議題，

関する考察の一環として，前穣(1)では高等小

学校で r土地ノ情況J によって加設し得るとされ

た実業務(幾難・商業・手工)のうち，特に農業

と商業科の実施状況について考察した。本稿は，

その続きとして「手工科j の実施状況について考

嬢するものである。手工科は1886(明治19)年に

導入され，明治20部代前半に普及がはかられた教

科であるが，当時の「手工科j については，

よりの紹介移入，実施状況，展開通程噂につい

てすでに多くの先行研究がある。(2)そして

1887"'-'9 (明治21~3) 年噴を普及のピークに，以

後廃止，寝退の娯向がみられたことが指摘されて

おり， (再び本格化するの誌明治20年代後半の井上

そして明治30年代以降は中等教育として

普及，定着していく)その衰退嬰閣についても考

察がなされている O したがって，そうし

の導入，版関に関する基本的な動向はおさえられ

でも，一体明治20年代前半期の師範学校や小学校

において手工科の持及状況，実施状況といった実

態面の考察比必ずしも充分ではないように思わ

れる。本槙では，北海道・東北6県連合学事会議

における手工科ι関する談話題とそれに対する各
県の状況報告を手がかり lこ，教育雑誌の学事報道

を主資料に，明治20年代前半期にお

ける手工科の実施状況について考察することにす

るO なお手工科の展開(普及， )発止，表退)

しては，手工科の趣言，父兄層の受容，小学校に

おける実業教育をめぐる論説動向等についての考
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察が必要であるが，紙数の関保で，その考察につ

いては次稿でまとめる予定である。

1. 手工科の導入と手工講習会の実施

〈注(1)掲出拙稿〉で考察したように，北沸

・東北6関連合学事会議においては，高等小学

校における実業科(農業・高業・手工)

る談話題(出形県提出)があり，それに

対する各県委員の報告では手工科の実施状況にも

首及されていた。ぞれら報告によると

海斑を除いて東北各県ではほとんど実施されてい

なかった。ところでその学事会議において

手工科に関して，岩手県より「第八談話題J (r師

範学校ノ手工科ハ金工ヲ課スルノ場合.二秒テ如向

ナル設構ヲ要シ如何ナル組捜方法ヅ以テスヘキ

ヤJ)および「第九談話題J (r各小学技ニ手工ヲ課

スルニ方リ噂業科ヨリ設クヘキカ将タ高等科ヨリ

設クベキカ又何年級ヨリ始ムルヅ口Jトスルヤ其目

的組度方法如何βが提出されていた。前者は師範

学校の手工科における金工の実施に関する

あり，後者は小学校において尋常科，高等科のい

ずれより，また何年級より実路すべきか，およ

その目的，穂波，方法知何を問うもので，それら

談話艦は当時の手工科の実施をめぐる問題状況を

端的に皮映するものとみることができょう。

J¥Jおよび「第九j 談話題の背景として，ここで

手工科に関する法制史を瞥見しておこう o

前穣でも述べたように，小学校における実業科

は1881(明治14)年のりj¥学校教則縞領J第26条(3)

に r土地ノ慎況J により f農業J r工業J r期業j

の拐歩を捜け得ることが規定されたのが最初であ

るが r子工j という科目名称は1886(明治19)年
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の i小学校令」において初めて設場，高等小学校

における加設科目とされたそして同年5月の

r文部省令第号号j (r噂常師範学較/学科及其程

により師範学校において男生徒に課する科目

とされ，その内容については第 2条に「手工ハ木

工員金工具ノ種類用法等及工業_1:ノ理財/要

略}5)と規定された。さらに1890(明治23)

学校令J においては尋常小学校においても加設し

得ることとなったそのような法的整備状況の

もと，手工科の実施状況に関しては，談話題に提

示されたような事柄が特に注目されたと考えられ

る。

1886 (明治19)年に初めて登場した手工科は，

わが屈においては全く未知の教科であり，その教

科の趣旨や実施方法に関しては少なからず当惑を

たようであるc司、学校ノ子工科Jと題する『教

の「社説」に「我文部省蕊ニ見ルアリ先

!用者注)令ヅ布キテ小学校及ヒ

範学校ニ手工ノ科ヲ置テ以テ学理ト実業ト品一

メ並ヒ進マシメントスルノ;端緒ヲ関カノレ然レトモ

子工科ヲ此等学校ニ課スルコトノ、我邦ノ創始ニ属

スルヲ以テ米タ如何ナノレ手工ヂ横訳シ如何ナル順

序ニヨワ如何ナル方法ヲ以テ之ヲ実施スヘキカニ

ヨきりテハ講明スルモノナク其ノ科目アリトイヘト

モ之ヲ実施スルノ場合ニ烹ラザリシハ宣亦遺憾千

万ナラスヤf川傍点引用者)と述べられている o

したがって先ず手工科の趣旨について教員の理解

をはかるべく 1887(明治20)年麗 5選慣の日程

で手工講韓合が東京職工学校?開催された。その

模様については1887(明治20)年の

に次のように記述されている。

六月二十四日尋常師範学校ノ手工科ハ目下新

設ニ係リ実施ノ便ヲ得サルモノアリ菌リテ本

年度期休暇中五逓H関ヲ期シ該科ノ教員タル

ヘキモノヲシテ先ツ木工具ノ撞類及ヒ

ヲ実地ニ就キ講潤セシムルノ目的ヂ以テ

職工学校内ニがテ手工講習会ヲ開設スヘキニ

ヨリJ-j=府県尋常師範学校ニ紗テ来タ相当ノ手

工科教員ナク旦ツ本部ニ在リテ教員養成ヂ必

要トスルモノハ物理併ニ用器画ニ通ス

ノモノー名ヲ派議スルカ若クハ自費ヲ以テ出

京セシムヘキ皆ヅ学務局長ヨリ北湖道庁府黒
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シム

廿八日文部省参事官服部一三，冊子島精一，

帝国大学書記官正木退蔵，工科大学教授山田

製古，同助教授i夜間貞一，高等諒範学校教諭
桜井房記，東京蕗業学校教諭上原六四郎，東

京職工学校庸多繋章人ニ手工講習按員ヲ命ス
(8) 

講溜会は3年間実施されるが，翌1888(明治

f文部省年報』にも子工科講習の状況につい

ように報じられている。講習内容は木工が

主で 2年目は金工もおこなわれたが「梗概 iの

「講授j のみであった。

(九月)十西吾毒事常師範学校ニ診テ手工科実

便益ヲ臨ワ該科ノ教員タルヘキモノヲ招

集シテ前年来手工講習会ヲ開ク]両度ニ及ヒ

シカ毎度樺々ノ日数ニシテ其ノ講習由ヨリ不

充分ヲ免カレス特ニ金工ノ知キハ本年始メテ

其ノ棟。概ヲ講授セシニ止リ其ノ実修ハ未タ之

ヲ施サス菌リテ郁両度ノ例ニ散と来年ヲ以テ

吏ニ手工講習会ヅ関キ右不十分ノモノヅシテ

ク賭密ナラシムヘキ旨ヲ普通学務局長ヨリ

府県ニ通知セシム間

なお，その手工講習会の横様については r大日

本教育会雑誌』に，より詳しく報じちれている。

そこでは，普通教育ζ農業と手工を課することの

利は「歌州各国ノ通論j(lO)になっているが，わが国

では1886(明治19)年に初めて導入 r然ルニ其手

一シテ之ヂ実施ス/レ乎或地方ニテ

ハ之ニニ着手セル所アノレヤニ開ケトモ其果シテ漉当

ノモノナルヤ否ハ未タ知ルヘカラサノレナり j(lO)と

いった状況であった。実施が困難な瞬間のひとつ

は手工教員の絶対的不足にあることから今屈の講

習会実施となった経緯が述べられ r此挙ハ尋常師

範学校ノー科タル手工科ナ汎ク全国ニ普及セシム

ルノ第一着手j(10)と述べられる。そして北欧の，木

材に寓むスイスの「ナース」手工師範学校におけ

る木工を主とした講習の時間と実施例ιついて紹
介し r本邦亦木材ヲ用フルハ一般ノ溜俗ニシテ関

内到成木材ヂ得/レニ難カラス披ニ手工ノ第一着ニ

木工具ヲ以テスルハ実ニ其当ヲ得タ/レモノニシう?
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将来実施ニ韓チスノレモ必ス之ヲ以テ先トスヘキナ

リ}1O)と，わが国ιおいても，原材料という点から
木工を主とするのが選切であると述べており，木

工を主とするわが間の手工の実擦と対応してい

るO そして各府県から派遣された講習員38名の名

前も列記されているo

下野熊太郎(北尚道庁)，大沢弥治(東京府)， 

浅井得治郎(大阪府)，田中献立郎(神奈川県)， 

(兵庫県)，西敬(長崎県)，杉浦忠呂

，三万谷扶縞(埼ii県)，鈴木棟一

議県)，小笠原利孝〈静関県入亀井議六

梨県)，和田繁太郎(滋賀県)， 

車県)，中根明(長野県)，伊藤雅夫(宮城県入

水木周行(福島県)，梅村次修(岩手県)，森

谷民三(青森県)，市川力繭(山形県)，日置

勝騨(補井県)，鈴木昌三郎(石川県)，浅見

重敏(富山県入山本亀三(鳥取県入牧民次

，伊藤義三郎(山口県)，議樺東

，由

村成次郎(大分県)， 

田貞三(島根県)，宇津忠雄(熊本県)，

松太郎(高知県)(11)

なお上の38名に加えて高等師範学校藤滝沢賢四

郎，その他，学校の都合により自費で拳加した者

結干名であった。講習は8名の講溜勢員のうち東

京職工学校教授の山田と坂田，東京郵築学校教諭

東京鞍工学校教員の多袈の4

は7月26自に

から午後4時まで。講習の識経は大別して

木工具，手工費業法および実習の 4種とし，それ

らの担当者と詳細な講習内容が記されている。最

初の 2:i週間は午前は講義，午後は製凶，第3週目

から講習員を 2グループに分けて交互に午前，午

後に木工実習と製図を実施。講留は8月29日に終

了， 8月31日には森文部大臣以下，渡辺靖国大学

総長，辻文部次宮，浜尾学務民共，野村，中JlI，
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なわれた。(11)

森文部大臣の演説のなかで，各講習員がそれぞ

れの県において手工科実施の見通しを問うたのに

答えて，薪潟，神奈川，山知の講溜鳳は，師範学

しているので実施し得

べくも，小学技に実籍ずることは悶難であると答

える。広島の講習員試「昨年九月以来手工農業ヲ

実施セシニ其始ユ飴テハ生徒興様ノ感覚ヲ嬢キタ

レトモ今日其結果ヲ見ルニ及テ大ニ進歩セリ

小学校二実施スルハ悶難ナルヘキカ故ニ先ツ付属

小学校ヨリ施行センと答えている。長野県の

講習員も，小学校での実施は関難であるが，今回

の講習により「委員方/勉強ニテ相当ニ修メ得タ

ノレヲ以テ藩校ノヒハ大工ヅ麗ヒ実施セントスノレ見

と答えている。それら各講習委員の回

答を受けて蒜文部大臣は「現今小学校ニ手工ヲ諜

スノレノ密難ナノレハ皆同論ナリ併シイツマ

ノマ、ニ差置キテヨキカ早ク此時勢ヲ変セサノレヘ

カラス講習会ハ乃チ此時勢ヲ変スノレ種子ヲ播キタ

ルモノナリ諸子ハ此心得よニテ実地ニ臨ミ手工ヲシ

テ瀬々コト新ラシクナクナノレ謙二セサルヘカラ

ス 1(12)と手工を普及実施していくうえでの講習員

さを訴え，最後に今日のヨ本の教育

ことは下車培j でなく実用，実用

の入を作ることが緊要であるとし r手工ヲ諜スル

モ序文理手:ノ風ニチハ全ク能労ニ属スノレナ

と注意している O 以後，手工科は，各地方広おい

て師範学校から付胤小学校，そして高等小学校，

尋常小学校と!順次普及がはかられていくことにな

るが，その普及拡おいて各府県からの講習員の尽

力がみられた。例えば石川県の鈴木昌三郎は，県

あるが，

iま， 1887 

宮城県において

大日本教背会詰

域療支合第五常合が{出会区東二番町高等小学校ι
おいて開催された際，子工講習員として参加した

伊藤雅夫は，凶欧における手工科の起草原は1500体

代に兆し，子工科そ小学校の組み入れた始組はペ

スタロッチーであること，以後次第に改良を加え

「今日ノ¥西洋諸国一トシテ此科ヲ普通科ニ編入セ

ナキニ査レリ我邦ニ診テハ未曾有/学科ナ

ヲ研究スルコソ今日

したことが報じちれて
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いる。その他，雑誌論説等む上記講瀧員

がいくつかみられる G

次に北海道・東北6県連合学事会議における手

工科に関する談話題をめぐる各県榛闘の報告を手

がかりに，師範学校と小学校における子工科の実

ついて考察することにする。

2. 鯨範学校にお汀る手工科の実線状涜

(1)学事会議における「第八談話鰭J をめぐる

名操接員の報告

北湖道・東北6県学事会議における岩手県提出

の r第八談話題j (1師範学校ノ手工科ハ金工ヲ課

スルノ場合ニ診テ如何ナノレ設備ア要シ如例ナル程

護方法ヲ以テスヘキヤj)に対する各県委員の報告

をみてみることにする Q

まず提案燥でるる

舶に，そもそも

課する必要J性如何が問題であると

ニテハ別段課スノレノ必要ナカルヘシト思アナ

リと述べる。福島県の中村接民も「福島県ニ妙

子ハ其必要ヲ感セス}14)と同意し 1目下水工ノミ

ヲ鵠スルモ指ホ時間少クシテ充分ニ行ハレサル{立

ナレハ之ニ加フルニ金丁.ヲ諜スル]ハ実擦覚束ナ

キコトニシテ若シ謀スノレトセ

錬にヨミラス }14)と木工の実施さえも十分でな

状を述べて，金工の実施には皮対している。青森

県場常師範学校長の伊藤も補島県と中村委員と同

意見であると述べ 1只金工ノ尤モ簡易ナルコト及

ント思ブナリコレハ農業ノ道具

/少破ヲ修羅セシムル為メナリ }14)と，農具の

鯵締など金工の多少の有益性は認めている。

県の関原委員，宮城県の挽井委員も

実施には否定的である。

田県ニ診テモ目下金工ハ課セス併シ追々器械等充

分整理セハ該科ヲ課セントスノレナリ j(l4)と日ド金

していないが，将来の実施にやや前向き

の姿勢を示している。北潟滋の山名委員は「北海

道ハ実業ノ土地ナレハ手工科アハ大ニ力ヲ尽シテ

奨励スルノ必要アレトモ木工ノ

リシト自信スノレ所ニシテ金工ヲハ今ヨリ科セント

思へリ故ニ本年ヨり器械関入ニ者手セルカ其程度

ノ如キハ未タ定ムルニ歪ラスj(l4)と，子工科にカ

を入れており，金工の実施にも極めて意欲的であ
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つJこ。このように各県委員の報告をみると，

道を除いて東北名!泉は，金工の有益性は多少認め

つつも，木工の実施も十分ではない現況において，

金工の実施には否定的な見解が支配的であった。

ところで全国的にみて，当時，師範学校における

手工科の実施状況は一体どのようであったであろ

うか。次に f大日本教育会雑誌」記事を主資料ι
考察してみる。

(2) fi'大日本教育会雑誌』における手工科実施状

況の報告

明治20年代初頭の r大日本教育会雑誌J に，尋

常師範学校における手工科の実施状況についての

報告が掲載されている。その報告は， 1887 (明治

年，東京職工学校において障催された子工講

告を求め，

したメンノてーに， そ

おける

誌の90号と91号に，それまで報告を帯せ

について，師範学校における手工科の学年ごとの

生徒数，教員数，手工の種類，岡曲iと手工の関係，

工場の規模，道具の種類および貸付方法，手工科

る饗用，手工科実施の景況，子工科実施以

小学校への実施方法等の礎自で

一転表にまとめられている。まずそれ

手工科生徒数，教員数，

してみた。

府県 4 年 3 年

東 時 9 17 
ー画守~ ..・

神道警 JII県 14 11 
ー時岨.~ ~喝『問附

離県 29 33 

和協県 30 39 

埼 操
団団地司------ ーーーーーー岨細細細

茨 城県 29 
ーーーーーーーーー宇 喝同喝W 司 F ーーーー~ ~ 

重県

衆知県 17 26 
ι 品ーーーー ーーーーーーーー~ ~ 

静縄県 11 27 
出叫面倒悔幅』事担』ーーーーーー ーーーーーー--_.同

野 県
同...ーーーーーー ーーーーー.軍事..

械 黒 24 28 
ーーーーーーーーー

形 県 19 26 
ー~. .ト伊抽..帯平時

福 井 13 24 
】ーーーーーーーーー ー..~軍司事軍司..

出円 13 21 
』ーーー骨...岬.. -~ -. 

2 年 年

20 

25 43 
働出国-----

43 

34 32 

~. .白血ーーーーー

28 
----ーーーーーー

25 30 
...ーーーーーーー

40 

33 24 

25 25 

d仁b1、

26 

45 

130 
ーー..ーーー

112 
場幽ー-----

32 

95 

56 

43 
曲ー・・ーー

56 
ー-----

9 
居可ー』ーー

107 
ーーー----

85 
..ーーーーー

94 
..・..守『

84 
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和歌山県 30 45 75 
ーーー----世相 回目ーーーーーー

徳 島県 22 25 47 43 137 

佐繋県 9 9 
圃杭---椅ゆ A・ 曲曲品昌司ーーーーー

熊 本県 16 33 39 
ーーーーーーーーーー 曹司

鹿 児島県 9 25 27 29 90 

青森県 10 1B 19 37 

福島県 18 31 49 

合計 245 3お2 414 302 1343 

②子工科の教員数(15)

教員数は，各尋常師範学校とも正教員 1名，助

手 l名より多くはない。助手は大工，指物師，耐

}工等。

持 県 子工の種類

東京府 3年ミは常通木工呉，金工呉の謹類，構造，
用法，修理方，木材譲合法，材料培法設が
心講義 4年生には実修。子工の機鍛誌ネ;
Iのうち幾何形鉢接合，笥易の指物額等

神崇 }I[ 木のうち専ら指物鍛工に属するも お
よび旋磯組i工等。金工は23"ド境より

兵庫県 木工のうち指物を主とし 1，2年生は概
kむの模形製図に依りて寸法，格好等同ーの
ものを教師命令して作らしむ。 3，4 iド企
は各什の意[fi:に任せる O

新潟県 *~[fi 用品

崎 木[のみ施行。暁治22年後期はまだ腕鱗を
使用せず。

および麓謹縮工

よび、物理器械

木工のみ

長野

山形

楠井

山口 および木工の一部，金日[はただ講義の

f態 工のうち指物，誌盤縞.T

木'[，骨組T，旋盤縦二ζ等

仁のうち教授用具および家試

木工のうち主に指物類，ほかに紙細工およ
び簡単な製造法を課す

指物

指物および鞍櫨細工

5 

においても，北海道のみ

ったが，東北6県は木工さえも

まではとても考え及び得ない

べられていたが，それはほ

えよう G 上表をみると

(明治23)年より 山口黒

ていたようである O

子、て科本校ニテハ男子第一年生ニ金工第一:

年生ニ木工ヲ諜セシニ技術大ニ進歩シ本年一

月文部省二郵送セノレ諸製造ハ散大臣ノ瀧賛ヲ

ノナレトモ未ダ幼稚摺ア

シヲ以テ新ノ如クセシモノナリ今後幼稚罷ヲ

経テ来ノレモノヨリハ多少変東スル積ナリ(16)

そして「当年四月以前ニ制作セル物}16)として

貼紙細工，紙折り，紙切り，陣紙細工，針金細工，

粘土組工，小万細工，木工，金工等のf乍品例がi蓮

いたようである G

ように石川県では

をはじめ実業教育

までも実擁して

④手工科実施の影響(生徒の気思の変化)

各府県からの報告には「子工科実施以来ノ生徒

ノ気風J という項Hもあり，生徒たちの手工科に

対する受け止め方についての報告されている。そ

れらを通覧すると，概ね生徒たちは，作業を伴う

手工科の授業については喜び歓迎する傾向があっ

3くと，岐阜

ついて ノ生徒ハ金工科ノ ア希望スノレモ

ノノ女日シJ(l7)と報じている O

次に徳島県では実施以来日は浅いが["'器物ヲ製
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シムノレニニガチハ之ヲ貯ムコト真ニ意外ニ出

多カランコトヲ欲スノレモノノ如

も生誌は器物の製作を喜ぶ嵐を

スノレノ臓習アリキfめと

であり r是ヅ以テ昨年場常師範学校ニ診テ農業，

爽施J二靖子セシ当初，生徒異様ノ感想、

ヲ懐クモノアリシ。熱レドモ其薫陶ヲ受ク/レ一年

有半，今日梢其成果ヲ見ルニ至リテハ，大ニ其香

味ア党ヘ必嬰ヲ感ジ， f也ノ学科ト等シク共ニ平衡
ヲ保チ益益之ガ講究ニ孜孜タリ J(l9)と，従来の弊

風が変化しつつある状況を報じている。

長野県では実施以来わずか2カ月であるが r元

来本校生徒ハ農業実検ノ如キハ喜ンデ之ヲ修メ更

ニ嫌献スルモノア見ザリシガ，今又手工科ヲ授ク

ルニガテモ一人ノ之ヲ!献避スルモノアルヲ見ズ，

皆審ンヂ之ヲ綴修セリ O コレ珍ラシキ学科ナリト

ヱ五 ア生セノレニモ依ノレベシト雄ドモ亦本校生

一シテ且ツ愉快ナノレア感セルニ故

ラズンパアラズ。子工時間ノ報ヲ関クヤ生誕ハ勇

ンヂ工場ニニ入リ好機シテ窓ラサルカ知キハ喜ブヘ

キー英成ト公ブベシと，元来農業を尊ぶ地域

性であるが，子工の導入によって一屠喜んで履修

していることを報じている G

背森県では1886(明治19)年2月よち

実施，当初は「唯名聡ヲ存ス叶一

といった状況であったが，次第に実施方法も

じし 1年後には「手工ヲ噌好スルハー駿ノ気風

ニシテ倦怠ノ色現ノ、レズ，加之九月以来ハ物

ブ一人ニー他ヅツ製作セシメタルガ故ニ，製{乍ノ

遅速ヲ争ブヨリハ寧ロ精粗ヲ競ヒ，日曜日又ハ散

歩時間ニモ手4工ニ就カンコトヲ請ブモノ多シ。是

競争ノ点、アリト難ドモ亦手工ノ愉快ニシテ困苦ヅ

感ゼザルガ故ナラン。}21)とその効果があらわれ

たことが述べられている。また「当県ノ加キ雪問

一年憂冬二季トモ云ブ司キ土地ニ貯テハ，夏季ハ

農業，冬季ハ手工トシテ二時間連続就業セシムル

モ，赤ーノ便宣ナランJ(21)と害問的状況に即した

実施法を提言している。

富山県でも正課時間の不足と生徒自らの工夫を

6 

養成させるため手工自修時間を設けたが，

ンデ之ニ従事スルガ如シと，また三重県でも

手工実施以来半年経識したが，

ニ従事シ，事モ之

いるO

たように，

あったが，

セルヲiユテ生徒ハ敢テ実業ヲ軽蔑スルノ

故ニ今回ノ子工科ノ如キモ大工貯ンヂ之ニ従事セ

リ，部チ時間ノ宅ノレブ運トシ核時ノ終/レヅ阜シト

スノレノミナラズ，余暇ニ貯デモ尚ホ従事センコト

ヲ望メリ，故ニ更ニ管瑚ノ法ヲ立テ一時乃宅ご時

間ノ自習ヲ許スコトアリ。此学科ノ実施以後若シ

器具(工具ノ¥勿論)ヅ破損スル等ノ事アラパ自ラ

之ガ修繕ヲ乞アニヨリテ{照雄少少ナラズ，メ凡テ

何物タルヲ問ハズ機械ニアレ器具ニマレ深ク視察

推考シテ理ノ当否ヅ研究シ，或ハ自ラ擬作スルノ

風ヲ顕セリ O}23)と子工科にも喜んで従事してい

ることを報じているO

石川県も実業が議視された地方である。1888(明

治21)年1月より初めて金工を科し，生徒に実習

は鉄濃縮工から真鎗，鉄，

は石鹸籍，巻煙車吸殻入，

鉄火箸，

させなど経済上の利益も大きいと述べ，

ノ如キ農業地ノ多キ所ニ斡テハ他日業ヲ終へ職

ヲ教師ニ恭スノレニ当リ生徒ニ実修セシムノレ場合ニ

珍テモ教師手ヅカラ修繕ヲ加ブルコトヲ得ノレガ為

メニ甚ダ便利ナノレノミナラズ従ブテ工具ヲ鄭重ニ

使用スノレニ歪lレノ習慣ヲ養成スルニ足ルベシト考

ヘリ。}口}と子工教育の効益と重要性を指摘して

いる。

山口県では1888(明治21)年10月より実施。工

具等の準備の都合上， 1889 (明治22年) 1月まで

は子工上の講義をなし， 2丹，数種の工具を購入，

工場を設け，まず3年生(現4年生)だけ木工の

実業をはじめ 5月より現3年生(前2年生)の

実殺を始めたが r是レ迄生築中間関実業ヲ軽視
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シ，之アj獄ブノ風アワタレドモ，現今ニテノ

ノ気胤全ク常減セリ。加之大ニ実業ア

ピ，該時間ニ杢レ/ ヲ争アモノノ如シ }24)

と報じている。

和歌山県で泣{未ダ実業ニ就カシメザルヅ以テ

明カニ生捷ノ気風如何ヲ知リ難シト雄ドモ，

デ業ニ就キ，従来ノ実業ヲ較視スルノ愚ナルコ

ヲ信ランコト今ヨワ軒ジテ之ヲ保誰スルヲ

体操器械ノ装寵等アリシト

ノヲf苦リテ或ノ、板ヲ削

リ，或ハ木ヲ切断シ，成ハ穴ヲ穿チ，労働ヅ以テ

反テ快楽トナスモノノ女uクナリキ。又簡単ノ
ア見レパ則チ注視至ラザル所ナク，

製作接合ニ注意セリ。 J(24)と，

{動を愛好する般向を伝えている。

寓山県も同様に，ヂ工科実施以来1年経過した

カヨ， 手術大ニ進歩シタノレヲ見ル。 /25)と

じている。

各県の報告を援括すると，

ての経験でもあり，当初はとまどいもあったよう

であるが， f宇業実習を伴う楽しさもあってか生徒
たちは概して子工時聞を歓迎し喜ぶ傾向があった

ことが指輔されている。そして子工科の普及実施

により実業蔑視の気風も次第に変化し，

っていったことが述べられている。

命小学校ヘ実施の方法

|司報告に誌小学校への実権についての託及もみ

られる。 f本校(師範学校…引用者恥住)ニ充分ノ

果ヲ得テ之ガ教師ヲ養或スノレ]ヅ得ルトキノ

之ヲ付属小学，高等生捷ニ課シ，漸次下級，ノ生徒

ニ及ボシ，遂ニ之ヂ県下小学校ニ普及セント欲ス

ル也}川との和歌山県の報告にあるように，おお

むぬ師範学校での実験を経てまず、付属小学に

み，その後期下の高等および尋常小学校に実擁し

ていく方針は，ほぽ各宗tこ共通している

実施状況については各県かなり

る。

実業教青の先進黒石川県については

郡勉致小学校ニJj$テハ削台綻盤其他一切ノ工異ヲ

備へ実修セリ。

ナセリト云ア。…尚ホ当時該科実施ニ若手スルモ

ノ石川能美ノ両郡ナリ，行ヲ期シテ該科設置ノ運

ピニ宝ラン口 }26)とあり，また山口県でも

一沼リテハ最早各種ノ手工ヂ施設セ

アリ自)とあるなど，すでに小学校での実施がみ

られる地方もあれば，まだ小学校への実施の晃込

みも立たないと報ずる県もみられるなど，地域に

よってかなりの相違がみられる O

また子工科の実施学年ιついての言及もみられ
る。すなわち蚊阜県の報告に「小学校ニ診テ手工

ヲ謀スベキ年級ハ尋常三年級以上ヲ宣シトス，

何トナレパ従来ノ景況ニテ父兄ハ其子弟ア高等級

ーシテ基ク所各職業ノ橡科ヂ修メシ

メント欲シ，争ツテ尋常ノ終ルヤ否大一丁.在官火工

等へ其子弟ヲ年季ニ出スヲ常トス。

ヅ加ヘパ実業思想、養成上其利害得失判然タ

/レベキナリと，高等科ι進む生能が極めて少
なく，多くが尋常科を終えて年季奉公に出る現況

において，手工科を実効あらしめるために

3年級より課すのが適当であろうと述べている。

師範学校の手工科について考察したが，

次に小学校における

察することにする。

払 小学校における手工科の実施状況

学事会議における「第九談話題j をめぐる

名県委員の報告

北海道・東北6県連合学事会議における岩手県

ついて考

提出の{第九談話題」は， ヲ課ス

ルニ方リ尋需科汀リ設クヘキカ将タ高等科沼ワ

クベキカ又何年級沼ワ始ムノレヲ可トスルヤ其目的

程度方法女LI何J と小学校における手工科に関する

問題であったが，それについての各県委員の報告

についてみてみることにする G

日について提案黒である

は，各県の小学校においてそもそも

しているかどうか，また課すべきとすれば

尋常科と高等科，いず

であると述べ，岩手県ではf

述べるむ次に福島県の中村委員

ナ課セス}28)t

f県下一

小学校其地二三校ノミ之ヂ行ヒ大半ハ行ハ

之ア行アモ高等科ヨリスノレ者多シ}叫と

を述べ，口下付麗小学校高等科で試みに課して

門

i
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いるがJ設備米タ充分整ハス将来ハ高等科ヨリ課
セント思アと述べる。ただし実施の成栗如何

も考えちれるし，良結:果であれば

こともあり得ると述べる。次iこ

見ると，高等小学校の加設科目として英語，農業，

商業とともに手工科が設置されている。しかし突

したところ

膏森黙の研藤捺員が f本熊ニ話下之ヲ課スノレモノ ている。

レカ

三四年ニ静テ十分ニ之ア諜スベシト恵、ブナリ然ラ

サレハ到臨充分ノ結果ア得サノレベシト豆、ブ }28)と

述べている。山形熊の関原護員は「目下之ア諜ス

ル所ナシ将来ノ事モ今之ヂ百ブゴ能ハス}制と，

また宮城県の浅井議員拭「目ード之ヲ課スノレ所ナシ

将来ハ土地ノ情況ニヨリ之ア行ヒタシ尤モ之ヲ課

スノレニハ時常小学温智生ナレハ宜シカラン}加と

述べている O 秋田県の縄地委員も「秋田県に於テ

モ之'7諜スルモノナシ}山と，手工科としての実

施はないが，同県では「農業科J として農業，商

灘，手工の3科をj昆然と実施しており I農業ヲ課

ラ之ヲ課シ居レリ付属小学校ニ於テハ試ニ

ントセシカ……}矧と現況を述べる。そ

る場合誌「父兄ノ望ミニヨリ

ヨリスノレカ新シ之ノ設置ナケレハ尋常小学

3 りそZント盟、ブ二番(青森黒の伊藤委員

ノ説ノ安nク幼年ヨワ之ヲ科スルニア
ラサレハ到忠好結果ヲ

父兄の要望等もあり，

闘ないし小学校低学年から

あると述べるo

以上，東北6県の報告をみると，

校を除く県下の小学校において手工科はごく

しか実施されていない状況が報告されているが，

北湘道については，山名委員が「北海道ニ訟テハ

子γノ名目ヲ付セス実業演習トシテ簡易小学校日

リ高等小学校マテ之ヲ行ブ将来モ益之ヲ行ヒ度考

ブノレナリ}拘と「実業演習」の名のもとに簡易小学

から高等小学に至るまで広く実施されており，か

っ将来も益々盛んにしたいとの抱負が述べられて

いる。すなわち手工科は北海道は「実梁演習」と

県は「農業科」の中で，また福

2------3の小学校で実施されていたが，ぞ

とんど実施されていなかったよう

である。 f教科教育百年史，g (建吊社)にも「暁治

十九年に公布された「小学校，学科及其程捜j 脅

… 8 

等を資料に考察してみること記する。

(2)手工科の実施状況一一椴背雑誌や地方新開

を資料として一一

教育雑誌の学事報道や新開記事等をみると手工

科の実施を報ずる記事は決して少なくはない。東

北地方に限ってみても「師範学校ノ学科中尤モ注

意ノ行キ届キタルモノハチ工科燥染料博物科ニシ

テ…J(福島県)(附 I間クトコ口ニ依レパ七月中ハ

日々一二時間ツ、農業手工等ヅ課シ…J (福島

県)(31) I千丁J教場ニハ生徒各自ニー箱宛ノ器械

ヲ付与シ尚大鋸等ノ女[Jキ共有ノ器械ノ、其教場ニ供

ブJ(山形県)(32)等は師純学校に関する記述である

が I山形県ハ子工を実行せるか頗る好進歩を見

る}33)は小学校を合めた状況とみられる O 教育雑

誌、，新聞等に子工科の実施を伝える記事は，特に

を設けたことがま教育持論sに報じられている

また島棋県調摩郡第五番学i涯の溢泉津小学校に

し I実業闘を離さて操業と手γ*教室と寵き

士:を拭諌せしが其小細工は意外の成講を得たりと

宏ふとの報道も同誌のものである。

『東京若渓合雑誌、J には，全間各地の著渓会員

からの学事報道が掲載されているが，神奈川県師

範学校付!識者松学校においては，高等科生徒に手

工科を課しており，次のような各学年ごとの詳細

な内宥が報じられている。(36)

子工科樫度表

紙折細工，喫斗の折方，紙鶴折方，
胡腕聾包の折方等，紙員占り細工，封
筒.，境蓋等の裁方及貼り方等，切抜
細工，字形，紋形，花葉等の製方



明治初年代前半期の師範学校と小学校における予て科の実職状況に関する考摂

高等科二年 I2時 i

京紙細工，幾何形体及名積の紙箱期，

紙締り細T，一十.瓶敷，汗取り，煙車
報及姻草倍等，竹縮工， :'f:衝き，紙
;札県狭み，圏弱，

勝縦工，茶笥，提取，昆虫矧の形体

高等科i年 I2時 |模造等， :ri嘆細工，器具，

木工， []常の総見及熊話なる理科器
高等科四年 I2時 i械

また次の記事は r東京答渓会雑誌』に掲載され

た鹿見島県の学事報道年・明治25年)で，

と農業科の設置と実施が報じられている O

れ，

県下ノ小学校ニ訟テ実業教官ハ盛ンナラザレ

トモ大島高等小学校(著渓会員岡田英吉氏ハ

高等小学校長タリ)ニ捨テハ手工科ヲ

ヒ木器陶ノ製造ヅ拭ミル為メ広キ工場ヲ

シ出ナワ又農業科デモ設クル許画中ナ

ル由ナリ前大橋ノ垂水小学校ニテモ既ニ農業

科ヲ設ケシ出ニテ其他漸次各地ニ実紫ノ行ハ

ル、萌芽ヲ発セリ同日贈験器敷桜村高等尋常小

学校ニテモ先般来農業科ヲ実地ニ試ミタ

ナヂ37)

月には教苛品展覧会も開催さ

も棟列されたことも報じられ

ている。大島高等小学校ιついては同誌148号
治28年)にも「大島ノ学校ニテハ。現今子工科ヲ

レリ。 併シ僻村ノ鰐易校ニ至テハ。

不完全タルヅ免レサル所アリ o めと報じられて

いる。

また地方新開;こも，手r.の実施を伝える記事が

は津軽平野が

る穀倉地帯で，農壊の盛んな地域であ

るが， 1887 (明治20)年9月28，29のi両日，

!原尋常小学校に診いて北津軽郡学事会が開鎧さ

れ農業科」と

そして1889

の設置が議定おれた。(日}

年 2月5

奥日報』に司、学校の手工科j との見出し

JII原尋常小学校において「雑科Jの中で

されたこと

北津軽郡五所川原尋常小学校に診てハ昨年よ

… 9 

り正科教捜時間外に雑科を設

科を加へ生徒の子力智力及び、感'請を同時に練

磨して此の三力を平均に成長せしむる主意に

て日常用異を製作せしめ其の物品を昨年す‘一

月

人の賞賛を得たるのみならず同会ι臨まれた
る本県書記官森昭治氏も同郡長寵村地内の荷

ミたる簾は美麗;こして涼し

く大ひに需用に適すべく又これ等地方の選利

を取りて学校貯金の憎殖を謀る教員其の人の

工夫とを併せて深く葉励せしより|母校教員諸

氏に正科は勿論子悶て科等の教栂方法を改良上

進せしめんと

に子工科を

者)(40) 

し宿るといふこれ小学校

くの諸矢なら乎(務点、引用

は「小学校に手了ー科を置くの蕎矢な

ら乎 i と報じられている点は註日されよう。また

i諒村で勧業品評会が開催され，五所川原小

学校生徒の製作品も出品されたことも報じられて

いる O 同校については，同年3月15日刊の同紙に

も「五所川原尋常小学校」との見出しで次の記事

が掲載されている。

は現在生徒三百名にして五名の教員

ありて主座言Il導松山藤太郎氏誌非常の熱心家

にで を教授する

のみに立まらす之れか父兄たるものを教育す

るにありと示ふを目的とし孜々汲々

ならざるか故に目今は余程生徒も進歩せりと

云ふ其他乳井寺鵠本多柴谷の四氏又教育を以

て自ら任じ松山氏を助けて共に其労を取られ

雑科の内へ

し思想、を高品ならしめ脳力子指現力

し及ひ事物処理のJI関序を会得せ

しむる等を務とせり之れか為め生徒の父兄は

学理を伝ずること篤く町村棋実施の鳴を侠て

同校を薪築するの議ありと示ふ(41)

おいてほ「雑科J と

称のもとで子工が実施されていたが，

に司、学校の雑税」と
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には表れないとしても

ていたとも考えられるO

はかなり実施され

(3)教育品展覧会等への生徒苧工品の出品
した五所川原尋常小学校の場合もそう

教育品摂覧会等が盛んにおこ

なわれており，それらを報ず、る記事は多い。摂iえ

ば背森県においては， 1889 

30の両日，弘前の高等小学校を会場に教育品展覧

会が開催，その模様が「東輿日報J に掲載されて

いる。それによると両日は市内の各小学校は授業

休業にしたこともあってか悲観人は「潮の寄する

くさき自の雨天にも繰りす開会の初日より号|も

ら

組のほか「五所}I

るという右横であった。

第一室

及子l.品}州，第二室

みにで三面に書画を掛けならべ裁縫品毛糸細工の

類蝿狭しと陳列せられたりと生徒の製作品は

じめ学校教授用異類が数多く陳列されたが r何れ

も見事の出来合ιて拳観人をして頗ぶる賞賛せし
めたり}的という有様であった。岡県ではま

津軽都第一高等小学校'においても1890

年10月7日から11日ま

れ，生徒の作文，

裁縫，編物，簿記，灘細工等，総数2605笛が出品

されたことが地冗紙にも紹介され r其出品就中編

… 10 

きは一住機嬬の美観あれと要する

趣き実用に滴せきるもの多く反って薙臥草履革鮭

縄等鵡細工の如きハ小学生徒等が学修の余暇家内

に在って製作する所に係るものにして会場の辺隅

に存在し之れに注目するもの甚た少しと維とも是

れそ児童将来生計を立つるの基礎となるものなれ

くもあらぬものなるのみならず亦頗る

巧みにして用ゆべきものなりと といった

も加えられている。またそれらの作品は

学生徒等が学修の余暇家内記在って製作する

係るものJ とあるが，特に第二地方部(東北6操

と北海道)は，冬季の積雪期に家内において子工

に携わるなど，子工の好適地であることが中川視

学官の f復命脅」にも述べられていた。(住(1)掲

学校の f正課J外ばかりか

において子どもたちが

という実態もかなりみられたもの

と思われる。北け本の積雪地では占来，

物を材料とした工芸が極めて盛んであるが，そう

した伝統は小学生徒の手工にも反映していたよう

に忠われるO

県臆角郡でも1891(明治24)年8月に小学

校生徒学金品燥覧会が開擢された。出品中最も多

に報じられているD そして「絵画もまた頬る

縦覧者の住目する処となれとも公衆の眼光来た画

離を解して之を評謄するに足らきるか如し指頭に

関する技芸は将来益々発達すへき盟あれとも之に

反して思相、に関する学科の知きは甚た失望せさる

ざるか如し作文の・科其出品謬々として長星

りJ(45)と

も其実用に適する品甚た少くして

り}45)などの論評が加えられてい

るO また生徒の得意な作品にも地域性があり，

輪部は習字に長じ毛馬内部は絵画tこ巧なり花輪部

は結毒物』こ巧にして毛馬内部は刺繍に長せるが如し

に歪りでは閏より甲乙ずる艇の事もなきな

徒の技芸品，

富山県尋常師範学校でも1887
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来，教育品展覧会を関儲，生徒の文審類，子製品，

校教授上の器具磯械等が出品された。(47)

長野県東筑摩郡の開智学校では構内に工場を設

け工芸科却染色科木工科石工科及軽易の手芸科を

市下職業の有忘家を集めて指導にあたらせ

たことが報じられているが的関郡の和田学校で

は校長の尽力により生徒の製作品展覧会

麦藁細工が主で縦覧入は数千人にのぼったとい

っ
群馬県西群馬郡高崎駅高等小学校では1887(明

治20)年3丹20， 21の両B，生徒製作品展覧会を

物理器械， l'字文，関画，樺篭，編物，裁縫
W 等，いずれも平素の学習によって製押した物品が

練列されたがJ編物裁縫造り花等は最とも美麗に
して手擦の奇奇妙妙なるじて生徒の自製たる

る者無きに非ず之れが為めに生徒の父兄等及

び三千有余の観客も大ひに教育の貴重なることを

感悟せりと報じられている。このような学校

教育のひとつの成果としての生徒の製伊品展覧会

などの催しは，父兄の学校への理解と務蒙，就学

モノモアリとあり，さらに「農業手工等土地ニ

靖切ナル実業教予言ヲ尋常科以上ノ小学校ニ諜スル

コトは今後の課題のひとつと記述されてい

る。なお手工科は，学資貯蓄など経済的観点から

もその実施が推進さ

(4)手工科による学賞饗横

特tこ財政基盤の龍弱な地方にあって

学校資産の蓄積，就学奨励という意図をもっ

て推進された。岩手事葉報』に「平倉簡易小学

と題する記事がある。 同地方の

も議議;こも不適で，村民十中八

九はいろいろな小西をもって生計を立てており，

は学問を不要視したり経済的理出などから就

学;意識は極めて希薄であった。したがって就学奨

のもと葉細工の子工を実施したところ

ノ門前習ハヌ経文トヤラ頑是ナ

ニ父兄ノ細ょ;ヲ見慣レテ居ルモノカラ，巧拙ハ

兎ニ角一人モ得能ハヌトイアコトナク忠kノ外ニ

多ク筆型紙料ニ充テ品ホ余リアルニ査リ今

[Jこ資するところが少なくなかったと思わ トナリテハ父兄モ大ニ感喜シテ漸ク学校ヲ韓敬ス

れる。

日本の近代化，産業振興の意留から

も実業教育を重視し，先述したように千五講習会

を開催するなど手工科の普及;こ意を住いでいた

が，彼が1887(明治20)年10月下旬に九谷焼で脊

名なli開票江沼郡大型寺町を学事巡視，

校京法小学校生徒実業科製作品即チ

語編物其他ノ手工品等ヅ…覧ニ供

小学校実業科/状況及日

ラレ生徒製作品中左ノ品々ヲ県上ケラレ…翌廿阿

H同地ニ滞在ニ付出中山代両小学校生徒製作品ヲ

一覧ニ供セシカ左ノ潤段上ケラレと，

を一覧，かっそれら製作品を購入した

ことが報じられている。統けて金沢一L業学校開校

に臨んだ際は「納富校長の案内にて「ハンカチ

ーブJ 其龍工芸品等を順覧せられ親しく製作の模

様，教援のJI自序等を紫問するなど，手工教背へ

と熱意は並々ならぬものであったりまた沼

岡県を巡視した久保視学官の毎命書に「本県

小学校ノ、専ラ実業教育ニ注目スルコト深ク

村若タハ学校ニ学資蕃積金ヅ有シ年々増殖ヲ計ル

11 

ルノ運ニハ立チ

る。手工科の実施方法

じられてい

l時間

を定め，その日の需要に応ずる議の藁を

各家庭から持容させ，授業終了後に縮工ι取り組
ませるというものであった。作業にあたっては生

それぞれ組頭を定め，組ごと

草軽，

その製作品は

している

方法であった。

し学資に充てるという

は，そうした手工の功能

について次の5点あげているG

しいかなる貧民の子弟マも学校に入れば学問

ができること O

L 金銭の畏いことを知り，片銭といえども徒

しなくなること。

3.労織により書籍器械を購入できると

を生ずるより独立心を養成すること。

4. 自分の労織によって得た書籍器械ゆえ大切

にすること O

L 学校に対す き， し



弘前学院大学・短期大学紀要 第33号 (1997)

fここと。(55)

要するに就学奨励，労働による生徒の経済観念

や独立心の育成などの教育的意義とまとめること

ができょう o 学資貯金など手工の経済的利益を指

摘する記事は少なくない。例えば第一地方部を担

当した桧垣視学官の「復命書」中にも「女子に裁

縫外の手工を課し，其収獲の幾分を生徒の所得と

して，貯蓄せしめたること J(山梨県)(問 I土地に

より小学生徒に農工の実業を課し，貯金法をも行

へり J (長野県)(56) I上都賀郡某村(戸数百三十戸)

の人民は農業の暇に縄を絢ひ，草靴を作り，二千

余円の学資を積みたるものあり o 是蓋二宮金次郎

の遺教を奉ずるに依るものならんか。J (栃木

県)(56)等の記述がみられる。

以上， 1886 (明治19)年に導入された手工科は，

各県においてまず指導者養成として師範学校にお

いて実施され，試行ののち付属小学校，そして県

下高等および尋常小学校へと普及が推進された。

その普及程度，実施状況は地方によってかなりの

相違があったが，明治20年代初頭はかなり実施さ

れたことが教育雑誌や地方新聞等の資料を通して

うかがわれた。しかし一方，手工科の廃止を伝え

る記事もみられるo 次に手工科の廃止とその理由

について考察することにする。

4. 手工科の廃止とその背景一一父兄層の手工

科観と対応一一

教育雑誌の学事報道中には手工科の廃止を伝え

る記事もある。 1887(明治21)年12月刊『東京著

渓会雑誌』掲載の「長野県学事景況」では，高等

小学校の英語，唱歌，手工の状況を述べたなかに

「実業科ヲ試ムル為メ往々麦稗細工ヲ生徒ニ為サ

シメタル学校アリシカトモ其後チ種々ノ事情二ヨ

リテ漸ク之ヲ廃スルニ至レリ四肢ノ修練等ノ目的

アリテ手工科ヲ課セル学校アルヲ未ダ聞カザル

也}57)(傍点引用者)との記述がある。また手工品

の収益金の貯金についても「文部視学官ノ奨励ニ

ヨリー郡一定ノ申シ合セヲ為シ貯金ヲ為サシムル

郡モアレド他ハ教師相互ノ間ニ議論アリテ一定セ

ザルモノ〉如シ}57)ともあり，手工による学資貯

金についても教員聞に議論があったことが報じら

れているo 長野県において手工科を廃止するに至

った「種々ノ事情」とは一体何だったのであろう

12 

か。恐らく文脈から推して，手工科の教育的価値

が閑却され，専らその経済性のみが追求されたこ

との弊害が目に余るものになっていったものと思

われるo

同じく『東京著渓会雑誌』掲載の「栃木県学事

一斑」には，小学校に実業科(農業，手工)を設

けない理由について次のようにかなり詳しく報じ

られている。

本県ニ珍テハ各高等小学校英語科ヲ加ブ又唱

歌ハ各高等小学校及ヒ重モナル尋常小学校ニ

之レヲ加ブ然レトモ県下ニ砂テハ所謂実業科

ナル者農業手工等ハ加ノ¥ヘズ此実業科ヲ加エ

ザ、ルハ生等ノ同意スル所ナリ一体小学校ハ如

何ナル職業ニ就ク人ニモ要用欠ク可カラサル

教育ヲ施スヲ主眼トス可キ者ニシテ所謂普通

科ナル者ヲ授クルハ即チ如何ナル職業ヲ為ス

ニモ之レヲシテ差支ナキ様ニナスヲ目的トス

ル也故ニ普通科ヲ授クルハ実業ヲ盛ンナラシ

メントスルニ外ナラズ然ルニ普通科ト実業科

トハ全ク反対ノ者ニ考ブルニ不可ナリト思へ

リ小学校ニ農業手工等ヲ加ブレハ後来農者或

ハ工人トナル人ノ為メニハ至極便利ナレトモ

其他ノ職ニ就カントスル生徒ノ為メニハ甚タ

迷惑ト云ブ可シ故ニ実業科ヲ普通科ト同様ニ

学科ニ加へ生徒一般ニ授ケントスルハ不可ニ

シテ宜シク実業科ハ生徒及父兄ノ志望ニ応シ

テ課外ニ教アルトカ或ノ¥高等小学校ノ外ニ実

業学校ヲ設クルノ制ヲ取ル可シト考へリ(日)

(傍点引用者)

すなわち小学校は，生徒が卒業後どのような職

業に就くにも，その基礎となる教育(普通教育)

を施すべき所であるのに，農業科や手工科は，将

来農者や工人になる者には有益であろうとも，そ

れ以外の職業に就く者にははなはだ「迷惑」とい

った言い分であった。したがって実業科は生徒の

志望に応じて課外に実施するか高等小学校のほか

に実業学校を設置すべきと述べている。

「手工ヲ論ス」と題する次の論説も，将来職工

にならない者にとって手工は無用とする父兄の言

い分を伝えているo
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想、ブニ我カ国ノ人民ハ未タ手工ノ必要ヲ知ラ

サルノ今什ニ妙テ之レヲ実地ニ行ハハ人或ハ

怪シミテ日ハン我々ノ子弟ヲ学校ニ入

就学セシムノレ所以ノモノハ知徳体ノ三教背ヲ

受ケシムノレカ為メニシテ成長ノ後ハ決シ子大

工又ハ鍛冶等ノ如キ職工トナスヘキニアラス

手工ノ教授ハ実ニ無用ナリト州(傍点号i用

者)

学校教育を子弟の卒業後の職業と

てとらえる父兄層にとって，

の受け止めは，父兄(家寵)の職業，

と留、接に関連ずるものであった。その点、において，

農業人口が大半を占め，職人階層が極めて少なか

った当時の日本の産業構造は，子工科受容の社会

的基盤そのものが脆弱であったことを示している

と言えよう。そのうえ手工科が主として設置され

ている高等小学校への職人階層一子弟の就学となる

と，ほとんど皆無に近かったのではなかろうかと

もなされているJ80}もっとも手工科の趣旨

は「小学校教員IJ大綱J に示されたようにHや干の

練習，勤労の習慣養成などの教育的意義をもった

形式陶冶的教科であり，決し

義成のための教科ではなかった。しかし子工科の

そうした趣旨はあまり理解されず，父兄層は専ら，

手工科を子弟の卒業後の穀業と肢結してとらえ，

その観点、から要不授を論ずる傾向があり，その点

で手工科の受容には社会階層や地域牲によりかな

りの相違がみられた。

を設置すべき地方J と題する

の論説は，手工科の受容に関する地域性につ

いて言及， f生徒が学校にて学び得たる手工科の功

能を，車接に顕はし得べき土地は，分業法の盛ん

る〉都会の地方にあらずして，分業法の行

はれざる地方即機業地方，若くは農業地方の学校

に在るが如しと，分業法の進んだ都余地より

もむしろ地方の油業，農業地帯の方が手工科の利

益があること，その理由として漁業地方において

は漁鱈の製作修繕，染め方，農業地方においては

農機見の修繕等，手工科で学んだ技術の広範な活

用が期待されると述べている。 一方，分業法の盛

んな都合においては r生徒の父兄たる者が，

の必要を見ざるのみならず，或は其子女に

ける所の将来の企議に対し，全く無用の感をなす

者多きが故なるべしと思はると述べている。

子工科への批判，手工科の不要提は，むしろ分識

の進んだ都会地に多かったことが指摘されている

のである。

また「小学手工科に就き父兄の感構」と糊する

次の記事は，実業蔑掘に立つての父兄の子工科批

を報じている。

fしそ学問と訟へば我が国の習慣にで，

観念は唯読講習字のとにのみ在りし

おしなべての有様なり。去れば世上には学問

と実業との関係を誤解し，学問を修むる

吏，自主削，若く試議員となる為と

も譲歩なからず，之に付きての弊容は子弟自身

に迄も及び。実業は学問外のことにて何も

らぬ者の成すべきこととなし，国力を発達せ

しむる…大資澱なる実業をば，却て掻斥し去

らんとするの傾あり，教育ー土の与論を晩起し

く実業科の薦穿を発し，地方の小学科中

に手工科を加ふることとなり，教予筆家も愈其

必要を認めて麦藁細工，毛糸結工，或は器具

の使用法等を教授し，処によりでは養護科を

しもありて，大に学問と実業との関部を

密接ならしめんとするに当り，患ひきや今日

は，まIJて父兄の是を嫌去さするもの出来り，

業料を納めて子弟を修学せしむるは，

製造，養査の方法等を学ばしむる為ならず，

足等の科業を捜けらるるは予言難迷惑なりなど

と，小言を吐く者一般の景況なりといへり。

斯くては実業教育の萌芽を害すべく，文部省

が之を奨賭するの主患にも震るなるべし。(附

および明治初期以来顕著となりつつあっ

た実業蔑視の思想は，実業科の導入実施により

徐!:<に変化しつつあったとはいえ依然とし

いものがあったようである。それは1891

おける「教脊ニ関ス/レ勅語J の公和ιよる徳
育重視，ヘルパルト派教育学説の支配，国民普通

教育重撰等の政策動向と梧{突って，(日}実業科(実

業教育)を小学校教育の基幹から除外していく傾

向を促す結果;こもなったと考えられる。

13-



弘蔀学毘大学 e持期大学紀藤第33母(1997)

まとめと次轄の競題

以上，本稿は1891(明治24)体開催の北海道・

東北6県連合学事会議における各県委員の予て科

に関する状況報告を手がかりに，教育雑誌，地方

新聞等を主資料に明治20年代前半期の手工科の普

1886 (明治19)

まず指導者養成

おいて実麗さ

高等小学校，尋常小学校と

普及が推進された r正課Jとしての実施も幾分み

られたが，青森県五所川原小学校の例のように「雑

科J の名称のもとで実施されたり，正課外の形で

放課後や余暇等に子供たちが手工品の製作に携わ

るなど r正課」外を含めると実態的にはかなり実

施されていたであろうことが推察された。もちろ

んその普及実施

りかなり相違があり，

実施のための

なかった。また当時の日本の産

裁構造等，手工教育を評価し，その成果を受容す

る社会的基盤も抗弱であった。そうした状況のも

と，父兄層は，実業蔑視思惣、に立って，また特に

子弟の将来の職業との関連において手工科を不要

視，批判する傾向辻次第に顕著ιなっていった。
そうした経過を受け1891(明治部)

文部省令第1叩0号〈σ「鑓意科日等ニ関ス
おいて手了

においても τ髄意科」とされたが，(州6制4)そうした諸置

がまた苧工科の亮止，衰微傾向に拍車をかけるこ

とになっ

・東北6県連合学事会識における各県委

践の状況報告は，全国的に子工科が普及のピーク

を過ぎ，焼ll:..衰微{項向を泊りつつあった時期の

ものであることを押さえて置く必勝があろう。と

ともは各県番員の報告を再度読み返してみると，

東北各県とも手工科をまだ諜してい

来の普及への抱負が語られており，

る苔定的ないし批判的なニュアンスははとんど感

じられない。農業地であり冬季は積哲地である東

子どもたちが学校において，もし

くは余暇に家内にあって手工品製作に取り組む実

態が広くみられ，そのことの教育的，経済的な有

14 

議性が認識されこそすれ，子工科を職人養成教科

ととらえ不要視する傾向は希薄ヤあったように思

われるのである。そこに東北地方の地域性をみる

ことができるのではなかろうか。いずれにしても

地域性という視点から手工科の焼開をとらえてい

く必要があるように思う。さらに父兄腐の手工科

の受響，学校観との関連で，小学校〈普通教膏)

における手工科ないし実業教脊の意味等，実業教

めぐる論説動向等について考嬢する必要があ

るように思う O 次稿の課題である。

}王

(1) 拙稿「明治10~20年代の小学校における実業科(特

に農業科)の実施状況と実業教育論 (f弘前学院大学

地域総合文化研究所紀要第8母 1996・8)
(2) 手工科に関する研究は少なくないの顕正轍氏の「わ

が器拡おける普通教育としての技指教資の導入につい

て一-1890年話後の手工科.--J 教蒋学新究s第31

務第 1号 1964年〉註，結谷{愛犬誌の先行研究等も鰭

まえ手工桝の導入と展開について考察した論文であ

る。氏は，わが冨への手工科導入のもとになった欧米

諸国の教荷事情の影響ι関して従来，文部省が翻訳頒
布した「技芸教育ニ係ル英国調査費鮪報告J の影響が

指摘されているのに対し，むしろ1885年9月にフラン

スのハープルで聞かれた「小学教員万岡教育会J の影

響が大きいこと，および特に手島欄…の尽力が大きか

ったことを指摘している O また手工科が議選した要腐

として，子工科が学童貯金と結びつけて奨励され，手

教予ぎが手内職的賃仕事に，手工教窓は製作場に，そ

して学校が指物欝や窯業者の徒弟襲成所の飽き状態に

なったこと，また当時産業講造，教員や設織の点から

子工よりも農業に重点、がおかれたこと，チヱを将来の

職業としても活かし得る職人，職工措関子弟の高等小

学較への就学は概めて少なかったこと，小学校普通教

育における子五(実業)教青の真意が人々に瑚解きれ

なかったこと， 1891年11月，文部省令第10坊により手

工科が「随藤料IdJとされたことなどを指摘している O

氏はまた悶立教背研究所編『日本近代教宵百年史 9

産業教育(1).n (1974)の第二編第主輩第澗節「明治期に
おけるそ子工教背」も分担執筆，暁治10年代未の子工教

育の導入から20年代における実施状況，控折，その後

の復活"と変容について考察している。そこでは手工科

の実践について，東京mの赤域高等小学校の実競例が
結介されている。手ょ:科の普及，実施の実態ι焦点、を
讃いた畿i授の論文として森下一顛氏の「導入期の子工
科に閉する一考嬢J (r名古産大学教育学部紀要』第33

巻 1986年)と小隊正男氏の「明治20年代前半におけ

る小学校子工科の実態に関するノート一一筋3倒内閣
勧業博首会の出品物を中心として一一 f技術教背学研

究第9サ』名d館大学教育学部 1994年)がある。
前者は，導入期の子工科の普及や実践の実態に関して

まず'1890(明治23)年の第三田内国勧業博義金への生

徒の出品物の分析ぷより全面的状況を考察し，特;こ手
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1:科(実業教育〉が盛んであった程JI!揮の実態につい
て詳細に考察，導入期の手工科試，挫盛期がなかった

わけで;まないが，学校種裂や地域によって相違があっ

たと結論づけている。強者はサプタイトルにボされて

いるように第3回内出勧業博覧会への応募作品に添付

提出した審査請求の文欝を主資料として，各校の子工

科加設の目的や実騒の実態について考察したものであ

る。各学校で誌，地場産業の有無等，地域の経済的，

社会的状況を鎮まえつつ，業軟な対応によって実業教

育の定替をはかろうとしていたのぷ対し，文部省や実

業教育の啓発者たちは，欧米を範とする1場からの主主

判や非難を，講演や論文等の形で加えていったことも，

手工科衰退の一‘間となったのではないかと描織してい

る。菅生均氏の「嘉IJ設織の予て教育目的観に関する一

考委持(1"熊本大学教済学部紀要 人文科学第34号J

19851干'.)は，能設期=明治則の子工科の変遷の思想的

背綴じ創設期の手工教育に尽力した上!京六四郎，後

藤牧太，手品精一，一戸清方の子工教背目的論につい

て考察している。手工科に摸する論文は，地にも多数

あるが，手工教育が盛んになる明治後期以持を考察対

象としたものが多いの

(3) 吉明治以降教育鰐域発議長~ (以ド r発達史ρ第二君事』
256誌

は) 関上書 f第三巻J39Oi 
印 刷上手懸 f第二ブ‘:器J500頁

(6) ，小学校令j第条に「尋常小学校ノ教科Hハ修身読
書作文習字算術体陳トス 土地ノ鵠況ニ依 1)体操ヲ訣

クコトヲ得又日本地朝日本歴史醤両唱歌手[ノー科口

若ハ数科目ヲ加ヘテ女児/為ニハ裁縫ヲ加ブルコトヲ

得J (0'発達史』第三巻 56~7頁)と規定された。

(7)'社説小学校ノ手仁科 J IJ"教育報知 82号(明20・

9・3) 2頁
(8) 0'文部省第十五年報 明治;十年[庶務ノ部 J 9 Ji 
(9) u'文部省第十六年報 明治二十勝年庶務ノ部J 6 

頁

(10) [文部省ノ子工講潟会 Jl'大討本教育会雑誌.Jl58号{明

20・6・30) 361~ 21i 
on r子工講溜会 J陪上誌6:3号(明20・9・17) 601~ 2…同
向上603H。なお手工講習会の概械については，以…ド

のようtこ他の雑誌にも掲載されている G 仁子 L講宵会 j
f教育報知 73号(l珂20・7・2)，[子;仁科講習会J If教

育時議JJ 122号〈明21-9・5)，'子工科講智会員J u"教青

報知JJ 135号{明21-9・8)0なお f東京仰の予講腎

f教育持論 124号(明21・9・25) は東京教育博物館

講義議ι診いて高等商業学校長上原六四郎を講師ι捌
纏冬れた講沼会に関する記者許可?ある。またf教育持論1

124汚(明21-9・25)以下125，127， 128， 136， 137の

各号に「子工教授法大沢靖治筆記 jが連載されてい

るが，それは7月25Uからお月訪日まで東京職工学校

に!拾いて関鑑された議官についての 1".諒六四郎の議連

筆記である。

(3) r官械保支会Jr大日本教資金雑誌.Il65号(明20・10・

15) 699斑

(1毒 勺七海i設へ奥羽六県連合学事会議事録JJ 1:16~ 7丘
(15) I手工料実施ノ景況J r大日本教育会雑誌.Il90号(明

22・9・10) 769~η頁
(16) r学事景況 水主主兵開設I~J u'東京若諜会雑誌.1179巧(H)]
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22・8・23) 27~ 8頁
(17) I子工科実施ノ嫌況J 大日本教育会雑誌JJ 74サ(明

21・4・1)300頁

(1日 下手工科実施ノ景況(前号ノ絞キ)J詞上誌75号(明

21・5・1)368頁

(19) [日JJニ370斑
{諮問仁:~72斑

告) ，手工科実施/景況(第七十五号ノ続;f)J I司仁誌、77
号(明21・7・1) 550~ 3頁

問)岡仁 554~5:& 

(23) 手仁科実撞ノ景況(第七十七号ノ続キ)J同i二時、80
号(明21・10・1) 830~ 1東
(24) I千三:科実施ノ景況{第八十与すノ続キ)J 同上誌82号

{明22・1• 10) 83~ 4頁
{お i手工科実施/景祝(第八十二サノ統キ)J 向上誌83

号(明22・2ぺ紛 165員:
儲) 注 (23) と同じ833~ 4頁

(27) 注(17)と詩じ

(2別法(14)掲出書138~9 斑

(29) 教科教務百年史』建議社 413買

{誠 子福島梨学事 J rr大日本教脊会雑誌 67号(明20・11・
17) 764斑

槌 「在福島県木下邦昌君来翰J If東京若演会雑誌 68号

(明21・9寸前 ω真
(32) r東北土産第二。在東京Ifl条澄清J 教育報知JJ119号
(明21・5・19) 9頁
(33) r東北巡間接要」向上封、42号{明19・10・21) 16斑

(劫 f手;宗教場J rr教育時論.Il50号(明日・ 9・5)24貰

(35) I 石見灘鰹郡教育近況 I10J上誌63{ラ(明20・1・15)
28哀

(議 「神奈川県学璃策担 自守謹古1:'I叫上誌、78号{明22・
7・20) 34~ 5頁

(37) I鹿児島県尋常師範学校政二県下教育ノ模祝(宮地欣

市)東京芸渓会雑誌.s 10約号〈明25・1・20)39頁

日目 「大島若手ノ学事井風俗 会員 丸山緯三寄稿d司上誌
148苛〈明28・5・20)2:3頁
(潤) r北津軽郡学事会概況jf大U本教育会雑誌、167号〈明

20・1い 17) 765~ 
小学校の子工科J 東輿口報.1125号(明22・2・5) 

2而

付1) 五所川原尋堂/ト学校 J [ri] Ul~57号守男22 ・ 3 ・ 15)

21的i
舵) 司、学校の雑科J u'教育時論主総号 (HJj20・9・5) 

30~31N。なお，この雑科に関して郡司篤則は小学

教育ハ実用的ナラザル可ラズJ (U'教宵時論.Jl96号 明
20・12・15) との論説において 小学校ニテ生徒;ニ雑

草寺ヲ教ユルハ誠二緊要カト考ヘラルルtfLA二モ近比群馬
諜持常師範学校付弱小学ニ紗テハ己ニ雑科を撰ケラル

ルトカ開ケリ誠ニ能キ盟、イナキ卜泣ブベシ何卒科小学校

二テモ課業/余鞍ニテモ雑科ヅ教擦セラルル様致シ疲

キモノ出 I(l3fu と述べている。
(43) r私立弘前教育会J Ir東奥日報.Jl199サ(明22・9・25)

2面

同 i学芸品麗監会の織機 fiilt:紙504号(明23・10・15)
2出。なお同記事は F青森説教育史第三巻.Jl549Hにも

掲載されている O

部) r学芸品脱覧会J If秋田魁新報 769号{明24・8・29)
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2揺

(46) 教惇品展覧会J 11"教膏持論.!I14号(明18・9・5) 
13翼

下教宵品評会」向上誌89号(明20・10・5)28頁
機 「実業料設誼の許挺J r教育報知.!I50号(明20・1・
15) 5貰

側 「生徒製作品撰筆記会J 教育時論.JI60号(明19・12・
15) 26哀

邸時 司、学生捷製作品展盤会j 向上昔、73号(暁20・4-25) 
24資

総 「石川県江招郡大聖寺通信J r大日本教予言会雑誌.!I67 

号(明20・11・17)766-----7良.
総 「石川県近報教背時論』伯母(鰐20-11・25)28 
貰

(帥 「久保提学吉ノ第四回彼命響。{承前)J rr大日本教育

会雑誌 72号(明21・2・1)148頁
悩 「事愈簡易小学ニ斡ケル藁細工J rr岩手学事業報.nl62

号{暁22・8・15)13頁
総 i母上15斑
{諮 「槽垣視学宮の領命書錆要Jrr教育持論議130号(明21・
11・25)24"-' 5諜
{却 「長野県学事景況(前号ノ続キ)J rr東京客演会雑誌』

71号〈明21・12・20)33"-' 4長
白崎「栃木熊学事 A斑会長 橋本丑松」向上詰~87号{明

23・4・20)20----21真

16 

(59) 子工ヅ論ス 浅井得次郎教育時論.!I94号{境20・
11・25) 9斑
鱗注(2)掲出版正敏論文。

総 「子工科を設援すべき地方JIr教脊時論.!I260母(明25・
7・5)10----口実
(成) r小学手工程に就き父兄の感情J尾上誌172号(明23・

1 -25) 24夏
制) 11"日本近代教育史事典.!I (平凡社}には，子工科につ

いて汁明治…引用者注)20年代初瀬は一時盛りあがり

をみせたが(特にお知県など)，一般には職業教膏と混

されたこと，製品販売による経済的料室長のみが追求

されたこと，いたずら記高度な技術のみを競い，多く

の学校現場では指導者と施設設需に欠りていたこと，

明治24停の f教員IJ大綱」で附意科昌に位量づけられ，

ヘルバルト採の人文的教育学説の道徳的品性陶冶論が

唱導されてきたことも手伝って，階部年頃ーにはほとん

ど省みられなくなったoJ (368頁)と地べられている。

縦 「第一条尋常小学校ノ教軒呂中体棟，日本地理.司本

幣史，図画，唱歌，手工及裁縫ハ腿主主科目トナスコト

ア縛第二条高等小学校ノ教科目中外屋地理，唱歌，幾

何ノ初歩，外属議，農業，商業及手工.ハ随意科悶トナ

スコトヲ縛J r発達史第三巻 93頁

制注(2)掲出諜正敏論文。
0996年11月18日穣7)


